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3・4林班の境界尾根

備 考

3・4林班の境界尾根

4林班内

4林班内

14

1

6

標高560m群落

標高700m群落

計

5

1

標高470m群落

標高380m群落

http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

平瀬国有林の３林班と４林班との境界尾根と、４つの
群落ﾌﾟﾛｯﾄ等に出現するﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ６８本を単木ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ木として、樹高、胸高直径、状況を調査した。

場 所

八
月
二
六
日
、

屋
久
町
安
房

総

合

セ

ン

タ
ー

に

お

い

て
、

「

子
杉
を
考
え
る
」

を
テ
ー

マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。

は
じ
め
に
「

人
工
林
を
島

内
外
へ
生
か
す
取
組
」

の
基
調

講
演
を
松
下
修
氏
（

松
本
生
活

研
究
所
代
表
）

が
行
い
、

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
た
取
組
や

子
杉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
提
案
さ

れ
た
。

続
い
て
九
州
森
林
管
理
局
肥

後
森
林
整
備
部
長
や
「

屋
久
島

大
屋
根
の
会
」

代
表
浦
田
功
氏

等
地
元
有
識
者
等
を
迎
え
パ
ネ

ル
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
が
行
わ

れ
た
。

森
林
整
備
部
長
か
ら
「

ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ単木ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ木設定概況

西部地域におけるﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ分布調査
（平成１６年度調査）
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「
子
杉
を
考
え
る
集
い

」
シ
ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

屋

久

島

の

人

工

林

を

島

内

外

へ

生

か

す

取

組

元
す
る
取
組
が
重
要
」
、
「

広

く
一
般
に
開
か
れ
た
情
報
提
供

と
理
解
を
い
た
だ
け
る
活
動
で

あ
る
こ
と
が
不
可
欠
」
、

ま
た

そ

の

他

の

パ

ネ

リ

ス

ト

か

ら

「

消
費
者
の
活
性
化
、

屋
久
島

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
、

で
き
な
も
の
を
産
出
す
る
こ
と

が
大
切
」

な
ど
、

様
々
な
立
場

で

建

設

的

な

討

議

が

行

わ

れ

た
。ま

た
、

参
加
者
か
ら
も
「

子

杉
の
新
名
称
の
提
案
」

や
「

子

杉
を
植
林
・
育
林
・
利
用
に
関

す
る
実
体
験
」
、
「

地
域
活
性

化
の
た
め
住
民
の
視
点
に
立
っ

た
利
活
用
の
要
望
」

等
人
工
林

の
利
活
用
に
対
す
る
期
待
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。

今
回
の
集
い
は
、

屋
久
島
出

身
の
歌
手
「

Ａ
Ｚ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」

を

迎
え
て
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
併
せ

て
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

多

く
の
参
加
者
の
下
、

素
朴
な
質

問
か
ら
ユ
ニ
ー

ク
な
意
見
ま
で

人
が
植
え
て
育
て
た
木
々
に
価

値
を
見
い
だ
し
、

屋
久
島
に
環 シンポジウムの模様

時
間
を
大
き
く
超
過
し
て
パ
ネ

ラ
ー

と
参
加
者
が
同
じ
目
線
で

活

発

に

意

見

交

換

が

行

わ

れ

た
。最

後
に
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
か

ら
、

今
回
の
集
い
は
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
旨
の

意
見
が
出
さ
れ
、

参
加
者
か
ら

熱

い

拍

手

と

共

に
、

場

内

が

「

皆
で
や
っ

て
み
よ
う
、

頑
張

ろ
う
。
」

と
い
う
気
運
の
中
で

終
わ
り
、

こ
の
テ
ー

マ
に
対
す

る
参
加
者
の
関
心
と
興
味
の
深

さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

屋
久
島
の
固
有
変
種
で

、
標

高
一

、
八
〇
〇
ｍ
前
後
の
岩
場

に
他
の
植
物
と
混
じ

っ
て
生
育

す
る

。
草
丈
は
一
五
㎝
前
後
と

小
さ
い
が

、
そ
の
割
に
は

、
花

は

直

径

二

㎝

と

大

き

い

。
夏

に

、
う
す
い
赤
紫
色
の
す
じ
の

は
い

っ
た
整

っ
た
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る

。

花
期
は
七
～

九
月

縄
文
杉
展
望
デ

ッ
キ

に

表

示

板

を

設

置

夏
休
み
期
間
中
に
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施

屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー

で
は
、

本
署
職
員
及
び
森

林
官
に
呼
び
か
け
、

夏
休
み
期

間
中
の
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実

施
し
屋
久
島
山
岳
部
に
お
け
る

利
用
マ
ナ
ー

の
普
及
啓
発
に
努

め
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー

ル
は
登
山
者
が
増

加
す
る
八
月
中
に
お
い
て
管
内

の
六
の
登
山
ル
ー

ト
に
つ
い
て

延
べ
一
一
回
、

二
名
～

四
名
の

チ
ー

ム
で
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
晴
天
が
続
き
、

白

谷
雲
水
峡
、

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
は
、

多
数
の
観
光
客

が
見
ら
れ
、

縄
文
杉
で
は
多
い

屋久島の植物

ヤクシマフウロ

日
は
五
〇
〇
人
を
超
す
登
山
者

が
訪
れ
ま
し
た

。

混雑する縄文杉展望デッキ

当
署
で
は
、

平
成
一
九
年
七

月
に
襲
来
し
た
台
風
四
号
の
暴

風

雨

で

折

損

落

下

し

た
（

推

定
）

縄
文
杉
の
枝
を
自
然
状
態

の
ま
ま
現
地
に
存
置
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、

こ

の
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
表

示
板
を
展
望
デ
ッ

キ
に
設
置
し

ま
し
た
。

こ
の
枝
を
、

将
来
に
わ
た
っ

て
、

存

置

し

て

い

く

た

め

に

は
、

登
山
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
マ
ナ
ー

を
守
っ

て
頂
く

こ
と
、

地
元
関
係
者
の
方
々
に

よ
る
相
互
の
呼
び
か
け
が
不
可

欠
で
す
。

登
山
者
の
方
々
を
は
じ
め
と

す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

表示板の設置



平成１９年７月１８日～７月２０日実施

１．どこを散策されましたか。 （人）
原生林コース もののけ姫の森 太鼓岩 その他 計

利用者 5 6 18 0 29
未利用 32 19 40 2 93
計 37 25 58 2 122

２．使い心地についてどう思われましたか。 （人）
良い 悪い その他 計

利用者 15 9 5 29

３．どこの携帯トイレブースをご利用になられましたか。 （人）
白谷小屋 辻峠 その他

計 18 10 1

４．便袋の持ち運びについてどう思われますか。 （人）
協力できる 協力できない 未回答 計

利用者 24 5 0 29
未利用 75 8 10 93

５．分別についてどう思われますか。 （人）
協力できる 協力できない 未回答 計

利用者 24 3 2 29
未利用 78 2 13 93

６．自己負担についてどの程度であればご協力いただけますか。 （人）
金額 利用者 未利用者 計

協力できない 5 6 11
１００円以下 13 17 30

200 円 3 10 213
300 円 3 27 330
500 円 4 22 526

１,０００円以上 4 4
その他 1 7 8

７．この取組についての感想、提案、問題点など気がつかれた点がありましたらお教え下さい。

主な理由・意見

利用者

未利用

『洋上アルプスNO.１５０号裏面』屋久島森林環境保全センター

白谷雲水峡における携帯ﾄｲﾚ導入試験に伴うアンケート結果

○トイレブースの貧弱さは否めない。音の問題etc．女性客は利用しにくいと思います。

○出発前と小屋にトイレがあるので必要ないと思う。

○携帯トイレの作成あるいは利用後のコスト面、デメリットもできる範囲で知りたい。

○色々なはなしを聞きトイレについて今まで考えていない自分を知りました。

○とても良い取組だと思います。観光に来る人の自然への意識も高まるのではないかと思う。

○自然を守ることはよいことだと思いますが、実際使用するのは抵抗があり、持ち帰るのも難しいです。漏
れが心配。回収するボックスなどあればいいのかなあと思います。

○汚いトイレよりも衛生的、清潔で気持ちよく使えた。便袋等をもっとコンパクトに。

○持ち帰ることに抵抗がある。また持ち帰り後の分別処理の仕方にも問題が出てくるのでは。

○持っていると安心。方向性としては賛成である。

○おむつ交換の経験がない若人や男性には無理と思う。

○バックの外に結びつけるようになれば、バックの中に入れずに持ち運びやすいと思います。

○テント、便座を使いやすいものにしたらさらに良くなると思う。

○仮設トイレの横で、回収できるしくみがあったら便利だと思います。

○テントの中が蒸し暑い＋暗い、便座が不安定。雨だったらもっと不安定になりそう。

○一回で使い切るタイプより複数回使えるタイプがいい。

○この携帯トイレでゴミが増えたら大変なのでは？エコトイレの方がよいのでは。


